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行
政
情
報
発
信
事
業（
ラ
ヂ
オ
な
な
み
）

委
託
料
と
し
て
４
４
９
万
4
０
０
０
円
が
計
上

さ
れ
て
い
る
が
、
委
託
料
の
決
定
に
当
た
り
、

委
託
先
と
ど
の
よ
う
な
交
渉
を
し
た
の
か
。
放
送
を

聞
い
て
い
る
人
が
少
な
い
と
い
う
声
が
以
前
か
ら
あ

る
が
、
費
用
対
効
果
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

Ｆ
Ｍ
た
ま
む
ら
か
ら
令
和
４
年
度
に
係
る
経
費
の

見
積
も
り
を
も
ら
い
、
精
査
の
上
、
見
積
額
の
ま

ま
と
し
た
。
放
送
を
聞
い
て
い
る
人
が
少
な
い
こ
と
に
つ

い
て
は
、
随
時
議
論
は
し
て
い
る
。

大
学
等
連
携
事
業（
地
域
活
動
奨
励
事
業
）

学
生
の
地
域
社
会
へ
の
参
加
意
識
を
高
め
る
事

業
と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

町
内
の
ア
パ
ー
ト
に
居
住
す
る
県
立
女
子
大
生
を

対
象
に
、
地
域
貢
献
活
動
（
イ
ベ
ン
ト
協
力
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
）
の
参
加
を
要
件
に
家
賃
補
助
と
し

て
奨
励
金
を
交
付
し
て
お
り
、
令
和
３
年
度
時
点
で
は
23

名
が
登
録
し
て
い
る
。

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

玉
村
町
の
介
護
保
険
料
は
県
内
で
も
高
い
方
に

あ
る
が
、
何
番
目
か
。
今
後
、
介
護
保
険
料
の

増
高
を
抑
え
る
た
め
、
基
金
を
活
用
す
る
等
の
方
策

は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

群
馬
県
で
３
番
目
に
高
い
保
険
料
と
な
っ
て
い
る
。

基
金
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年
度
以
降
に

策
定
さ
れ
る
介
護
保
険
事
業
計
画
の
中
で
反
映
で
き
る
よ

う
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

保
育
士
等
処
遇
改
善
臨
時
特
例
事
業

民
間
事
業
者
で
働
く
保
育
士
等
の
処
遇
改
善
を

図
る
こ
の
事
業
は
、
保
育
士
以
外
の
職
員
も
対

象
と
な
る
の
か
。

保
育
士
の
ほ
か
調
理
員
も
対
象
と
な
る
。
な
お
、

法
人
役
員
を
兼
務
す
る
施
設
長
は
対
象
外
で
あ
る
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
設
置
助

成
事
業前

年
度
よ
り
も
助
成
金
額
が
増
え
た
理
由
は
。

前
年
度
に

助
成
対
象

で
あ
っ
た
太
陽

光
パ
ネ
ル
の
設

置
に
加
え
、
令

和
４
年
度
は
蓄

電
池
の
設
置
に

つ
い
て
も
助
成

対
象
と
す
る
た

め
で
あ
る
。

防
災
井
戸
整
備
事
業

芝
根
小
学
校
に
防
災
井
戸
を
掘
り
、
災
害
時
に

生
活
雑
用
水
と
し
て
利
用
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
飲
料
用
に
は
で
き
な
い
の
か
。

飲
料
用
に
す
る
に
は
消
毒
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

生
活
雑
用
水
と
し
て
の
利
用
を
考
え
て
い
る
。

企
業
立
地
促
進
事
業

事
業
の
概
要
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
ま
た
、

高
崎
玉
村
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
北
地
区
工
業
団
地
の

造
成
完
了
に
向
け
て
、
予
算
の
増
額
や
補
助
要
綱
を

改
定
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

町
内
へ
事
業
所
を
新
設
、
移
転
ま
た
は
増
築
す
る

企
業
に
対
し
、
固
定
資
産
税
相
当
額
（
上
限
１
５

０
０
万
円
）
の
企
業
誘
致
奨
励
金
を
３
年
間
交
付
す
る
事

業
で
あ
る
。
要
件
に
該
当
し
た
場
合
に
は
、
こ
れ
ま
で
も

補
正
予
算
等
に
よ
り
全
て
交
付
の
対
象
と
し
て
い
る
の

で
、
新
し
い
工
業
団
地
の
開
発
に
際
し
て
補
助
要
綱
を
改

定
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

新
橋
建
設
促
進
化
事
業

都
市
計
画
道
路
与
六
分
前
橋
線
の
利
根
川
へ
の

架
橋
は
30
数
年
間
、
一
向
に
実
現
し
な
い
。
令

和
４
年
度
予
算
も
１
０
０
万
円
程
度
で
、
町
の
本
気

が
感
じ
ら
れ
な
い
。
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
考
え
な

の
か
。こ

れ
ま
で
も
、
主
に
前
橋
市
と
連
携
を
取
り
、
県

に
対
し
て
要
望
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
令
和
４
年

度
予
算
に
つ
い
て
も
要
望
活
動
等
に
必
要
な
予
算
を
計
上

し
て
い
る
。
事
業
の
優
先
順
位
に
つ
い
て
県
と
認
識
の
相

違
が
あ
る
が
、
玉
村
町
だ
け
で
な
く
、
群
馬
県
に
と
っ
て

重
要
な
橋
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
認
識
し
て
も
ら
え
る
よ

う
、
引
き
続
き
県
に
対
し
て
粘
り
強
く
要
望
活
動
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

板
井
・
根
石
公
園
管
理
事
業

板
井
・
根
石
公
園
の
庭
木
等
維
持
管
理
委
託
料

が
１
６
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
が
、
設
計
積
算

上
の
金
額
と
の
差
が
か
な
り
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

設
計
積
算
上
の
金
額
と
比
べ
て
、
委
託
料
が
低
す
ぎ

る
の
で
は
な
い
か
。

板
井
や
角
渕
・
五
料
の
公
園
に
つ
い
て
は
、
官
民

協
働
の
趣
旨
の
も
と
、
地
元
の
方
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、
地
元
区
に
維
持
管
理
を
委
託
し
て
い
る
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
的
な
要
素
も
あ
る
た
め
価
格
は
低
く
な
っ
て
い
る

が
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
に
も
資
す
る
も
の
だ
と

考
え
て
い
る
。

観
光
交
流
拠
点
公
園
構
想
調
査
事
業

新
規
事
業
と
し
て
委
託
料
１
３
３
９
万
8
０
０

０
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
内
容
と
委
託
先

は
。

町
の
新
た
な
玄
関
口
と
な
っ
た
高
崎
玉
村
ス
マ
ー

ト
Ｉ
Ｃ
周
辺
地
区
に
、
民
間
の
商
業
施
設
を
含
む

観
光
交
流
拠
点
と
な
る
都
市
公
園
を
整
備
す
る
こ
と
の
可

能
性
に
つ
い
て
、
調
査
・
検
討
を
行
う
。

　
委
託
先
に
つ
い
て
は
、
全
国
規
模
の
市
場
調
査
を
行
う

こ
と
が
で
き
、
企
業
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
十
分
な
ノ
ウ

ハ
ウ
を
持
っ
て
い
る
業
者
を
選
定
し
た
い
。

地
域
運
動
部
活
動
推
進
事
業

休
日
の
部
活
動
を
地
域
に
移
行
す
る
と
の
こ
と

だ
が
、
全
て
の
部
活
動
を
移
行
す
る
の
か
。

段
階
的
に
地
域
移
行
を
行
う
。
令
和
４
年
度
は
町

内
２
つ
の
中
学
校
の
い
ず
れ
か
の
部
活
動
を
対
象

に
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

町
民
体
育
祭

令
和
４
年
度
町
民
体
育
祭
の
開
催
方
法
は
。

出
場
選
手
を
集
め
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
の
意

見
等
か
ら
、
ブ
ロ
ッ
ク
対
抗
種
目
を
10
種
目
か
ら

５
種
目
に
縮
小
す
る
と
と
も
に
、
各
種
団
体
競
技
は
３
種

目
、
自
由
参
加
競
技
は
１
種
目
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
変
更
す

る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
健
康
増
進
に
関
す
る
ブ
ー
ス
や

健
康
栄
養
相
談
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
コ
ー
ナ
ー
等
を

設
置
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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 徹 底 審 査
予算特別委員会

令和４年度 予算を 

令和４年度予算については、議員全員で構成する予算特別委員会
で審査し、予算全般にわたり、数多くの質疑がありました。
その中の主なものを紹介します。

全議員
で

役場屋上に設置された太陽光パネル


